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人と人、人と人、
　　まちとまち、　　まちとまち、
　　　　今から未来へとつなぐ　　　　今から未来へとつなぐ

～三木市地域公共交通計画を策定～～三木市地域公共交通計画を策定～
　問 （市）交通政策課（市）交通政策課

　
地
域
公
共
交
通
は
、人
口
減
少
を
は
じ
め

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
利
用
者
が
減

少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
の

進
展
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
う
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
、

公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状

況
が
続
く
中
、移
動
手
段
の
確
保
や
利
便

性
を
確
保
す
る
た
め
に
、新
た
な
技
術
や
シ

ス
テ
ム
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、三
木
駅
の
再
生
や
バ
ス
路
線
の

見
直
し
、デ
マ
ン
ド
型
交
通
※「
チ
ョ
イ
ソ
コ

み
き
」の
導
入
を
行
い
、持
続
可
能
な
公
共

交
通
網
の
構
築
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
加
え
て
、「
三
木
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」

を
策
定
し
、誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

公
共
交
通
の
構
築
を
め
ざ
し
、令
和
6
年

度
か
ら
10
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
回
は
、公
共
交
通
の
現
状
と
交
通
事

業
者
の
声
と
と
も
に
、三
木
市
地
域
公
共
交

通
計
画
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

※
利
用
者
の
乗
降
希

望
時
刻
に
応
じ
て

最
適
な
運
行
ル
ー

ト
で
送
迎
す
る
事

前
予
約
制
の
乗
り

合
い
交
通
。

公
共
交
通
の
現
状
と
課
題

●
鉄
道
利
用
者
数
と
バ
ス
利
用
者
数
の
減

少
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下

　

鉄
道
利
用
者
数
も
バ
ス
利
用
者
数
も

コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
、い
ま
だ
戻
っ
て
お
ら

ず
、人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、更
な
る
利

用
者
数
の
減
少
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

利
用
者
数
の
減
少
に
伴
う
減
便
な
ど

利
便
性
低
下
、ま
た
そ
こ
か
ら
の
利
用
者

数
の
低
下
と
い
っ
た
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

に
よ
る
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

●
公
共
交
通
機
関
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
手
段

の
確
保

　

高
齢
者
の
増
加
や
運
転
免
許
証
の
返

納
の
増
加
に
伴
い
、公
共
交
通
が
重
要
な

移
動
手
段
に
な
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、駅
や
バ
ス
停
ま
で
歩

く
こ
と
が
困
難
な
方
も
多
く
、公
共
交
通

ま
で
の
ア
ク
セ
ス
手
段
の
確
保
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
運
転
士
な
ど
の
公
共
交
通
に
関
わ
る
人

材
不
足
の
懸
念

　

特
に
運
転
士
の
不
足
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、公
共
交
通
の
維
持
が
困

難
と
な
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

バ
ス
利
用
で
生
活
を
豊
か
に

●
課
題
対
策
へ
の
積
極
的
な
取
組

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る

路
線
バ
ス
の
乗
客
数
の
減
少
が
あ
り
ま
し

た
が
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
移
行
し
、乗
客

数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
約
９
割
ま
で
戻
り
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

の
働
き
方
改
革
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
、以
前
の
利
用
水
準
ま
で
は
戻
ら
な

い
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、少
子

高
齢
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
る
運
転
士
不
足
も
大
き
な
問
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
、運
転
士
確
保
の
取
組
と
し

て
、免
許
取
得
支
援
制
度
の
充
実
や
、平
日

限
定
勤
務
な
ど
働
き
方
に
合
わ
せ
た
勤
務

体
系
を
設
け
る
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

運
転
士
に
と
っ
て
働
き
や
す
い
環
境
を
つ

く
り
な
が
ら
、地
域
に
必
要
な
路
線
を
残
せ

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
公
共
交
通
は
生
活
を
支
え
る
大
切
な
移

動
手
段

　
こ
の
よ
う
な
現
状
を
打
開
す
べ
く
、市
が

地
域
公
共
交
通
計
画
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ス
事
業
者
と
し
て「
安
定
し
た
地
域
公
共

交
通
網
の
形
成
・
維
持
」が
特
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、利
用
者
が
少
し
で
も
増

え
る
よ
う
、ま
ち
づ
く
り
施
策
と
協
調
、連

携
し
な
が
ら
改
善
を
め
ざ
し
、そ
し
て
安
全

か
つ
快
適
な
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、電
車
や
バ
ス
な
ど
を
未
来
に
残
す
だ
け

で
な
く
、環
境
保
全
や
健
康
増
進
に
も
寄
与

し
ま
す
。
出
か
け
る
目
的
を

つ
く
り
、ぜ
ひ
公
共
交
通
で

お
出
か
け
し
て
く
だ
さ
い
。

関連する関連する
SDGｓ目標SDGｓ目標

三木市地域公共交通計画
●主な施策
・神鉄粟生線の適正な運行や持続可能な運営の検討
　　　市独自施策として実施している増便運行の継続など
・市内地域間を結ぶバス路線網の検討や実施
　　　鉄道や広域的なバス路線と連携を図った市内完結のバス路線網の再構築
　・待合環境の整備よる利便性や快適性の強化
　　　複数の公共交通機関の乗り換えを良好にするために、駅やバス停などの待合環境の整備
　・デマンド型交通「チョイソコみき」の維持および拡大検討
　　 　身近な移動手段の確保に係るデマンド型交通「チョイソコみき」の運行維持と運行拡大の検討
　・公共交通利用の促進
　　 　あらゆる公共交通への不安を払拭するために、出前講座やバスの乗り方教室を開催
●主な目標

目標項目 現況値（R4） 目標値（R10）
市内粟生線各駅利用者数 301万人 319万人
バス路線1便当たり利用数 12.28人／便 12.85人／便
各地域の公共交通の人口カバー率 5地区で90％未満 全地域90％以上

公共交通への満足度
満足＜不満

19.0%＜31.3％
満足＞不満

公共交通を未来に残すために
地域住民や地元企業、交通事業者などの各関係者とともに、以下の「三木市地域公共交通計画」を推進し、
公共交通の維持・活性化に取り組みます。
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し
ま
す
。
出
か
け
る
目
的
を

つ
く
り
、ぜ
ひ
公
共
交
通
で

お
出
か
け
し
て
く
だ
さ
い
。

神姫バス株式会社　計画課神姫バス株式会社　計画課
　地域公共交通担当課長　地域公共交通担当課長

竹内 宏 さん竹内 宏 さん

交通事業者に
聞きました

特集
S P E C I A L
F E A T U R E 2

年間利用者数

将来推計人口

3,499

75,29475,294

R2R2

H30H30

8,2308,230
26,40826,408

40,26140,261

R7R7

R1R1

7,0167,016

26,17026,170

35,55235,552

R12R12

R2R2

6,1086,108

25,49725,497

32,26932,269

63,87463,874

R17R17

R3R3

5,3125,312
24,68124,681

28,77028,770

58,76358,763

R22R22

R4R4（年度）（年度）

（千人）（千人）

（人）（人）

4,6994,699
24,41924,419
24,49224,492

53,61053,610

R27R27
（年度）（年度）

4,1564,156
21,03321,033

23,36923,369

48,55848,558

2,660

3,500

2,6132,613

2,6742,674

2,015

2,799

■神戸電鉄市内駅の利用者数
■市内を運行するバス利用者数

■総人口■15歳未満■15～64歳■65歳以上

1,884

3,005

1,889

県内の鉄道および道路旅客運送業の従業員

20,825

H11
出典：総務省「経済センサス・基礎調査」、総務省・
経済産業省「経済センサス・活動調査」再編加工

H24 H26 H28（年度）

（人）

10,757

19,122

8,584

18,901

8,631

17,946

■道路旅客運送業
　（バスなど）
■鉄道

8,228

出典：神戸電鉄㈱、神姫バス㈱、神姫ゾーンバス㈱出典：神戸電鉄㈱、神姫バス㈱、神姫ゾーンバス㈱

参照： 国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の参照： 国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所（社人研）の
「日本地域別将来推計人口（平成30年推計）」「日本地域別将来推計人口（平成30年推計）」

推計値（R7～27）推計値（R7～27）
68,73868,738

▲ 詳しくは
市ホームページを
ご覧ください


